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9:56　開会
出席委員5名、会期1日
挨拶
【教育委員会所管事務調査】

教育部⻑ 挨拶及び概要説明
・町内の各学校において、修学旅⾏及び宿泊研修を実施。
　奥⾏⾅駅逓所は11⽉3日で今年度の公開を終了し、来館者数は1,575人。
　内訳は、町内が396人、管内263人、管外361人、道外555人で前年⽐333人の
増加となった。
　今後、周辺の歴史的史跡と一体的な公園整備を進める方針であるので、観光含めた
町の交流人⼝の増加にも期待を寄せる中⼼施設というふうに今後変わっていくということ
になる。

議事1　所管事務調査について
（1）新型コロナウイルス感染症対策について

学校教育課⻑ ・緊急事態宣⾔が9⽉末で解除され、北海道独⾃対策も10⽉末で終了したが、各校
においては引き続き、学校における新型コロナウイルス感染症に関する衛生管理マニュア
ルに基づく感染レベル1の⾏動基準に基づき感染防⽌対策を⾏っている。
　11⽉からの感染対策について、同居家族に風邪症状等がある場合の取り扱いが変更
となっている。
　これまで、児童生徒の同居家族に風邪症状がある場合は、症状がなくなるまで、児童
生徒は⾃宅休養でしたが、11⽉からは当該児童生徒のみを対象としている。
　しかしながら、同居家族に風邪症状等があり、感染が不安で休ませたい場合は、保護
者と相談の上、合理的な理由があると校⻑が判断した場合は出席停⽌としている。
　修学旅⾏や学芸会、社会⾒学等の学校⾏事については順調に開催している状況。
　学校においては、手洗い、消毒マスクの着用等の基本的な感染対策を徹底し、学校
活動を継続している。

教育委員会次⻑ ・社会教育社会体育施設については、新たな取り組み、新たな事案等は発生していな
い。
　11⽉以降については、屋外の施設は随時閉鎖となる。
・調査事項としている案件については、簡単なメモ程度でいいので、内容についての資料
を必ず出していただくようにお願いしたい。

教育部⻑ ・了解した。
質疑

・風邪症状の時の対応が変更になったということだが、校⻑が出席停⽌にするということが
ちょっとよくわからない。
　保護者が求めていることに対して、校⻑は出席停⽌するのは合理的理由があってという
ことで欠席扱いにならないということなのか。
　そういうことでそういう手続があるのか。

学校教育課⻑ ・基本的に11⽉から家族で風邪症状があった場合に、児童生徒は普通に休めなくなっ
ていて、普通に休んだら欠席扱いになる。
　例えば、コロナの濃厚接触者の間接者みたいな形で、リスクがあるような理由で休ませ
たい場合は、校⻑がそこで判断して、欠席扱いにはぜずに出席停⽌とすることができる。
　そこのところの合理的な判断というのは、校⻑が決断してくださいとお話ししている。
・⼦供の欠席については、合理的な配慮をしていただく余地があるということで理解してい
いか。

学校教育課⻑ ・そのとおり。
・他に質疑あるか。
・質疑なし
（2）教師⼒の向上につい

委員⻑ 7番 木嶋
委員 一同

委員⻑ 7番

会議に付した事件及び会議結果など
発⾔者 会議経過　※所管毎に議事を⾏う事情等により議事番号が前後することがある。

木嶋

木嶋7番

山田

委員⻑

委員⻑ 7番 木嶋

委員⻑ 7番 木嶋

石川

池田

委員⻑ 7番 木嶋

山田
委員⻑ 7番 木嶋

池田

委員⻑ 7番 木嶋

池田
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指導参事 ・資料により説明

質疑
・現場の困り事などについて、教頭会で聞き取りしたり地道に⾏われていると思うが、フォ
ローなどについての考え方は。

指導参事 ・例えば、中央小は非常に研修体制が整っている。
　また、中央小、中⻄小、中央中の３校で道教委の学校⼒向上の授業とタイアップして
進めているようなものもある。
　そういったところに関しては、日常的にブラシアップの観点が入ってくるので大丈夫だが、そ
うじゃない学校では校内の研修体制が機能していない学校もあった。
　⻄春別中では、今年度校⻑先生が赴任されてから、その辺を何とかしたいと相談を受
けて⽀援に当たっているが、相当改善をしてきているなと感じている。
　学校の状況に応じて、満遍なく全部⾒て回るということも大事だと思うが、重点的に⽀
援に当たるということで今年度やっている。
　それから、教育局の⼒をかりながら、重点的に指導に当たってもらうということも⾏ってい
る。
・これから進めていく生きる⼒パワーアッププロジェクトの取り組みを実際に現場でどのように
⾏われているのか⾒てみたいと思う。
　委員会として事業の視察を企画できないか御相談させていただきたい。
・すごい取り組みだと思っているし、今は社会も多様化しているので、それに沿った教育を
することになる。
　教わる生徒も大事ですけれども、教える先生の資質向上とか。
　今後は、生徒と学校と教育委員会だけでなく、地域の理解と連携を密にしていく必要
性は当然考えていると思うが、さらに強⼒に進めていただければなと思っている。

指導参事 ・昨年度から進めてきていた社会科副読本が完成いたしまして、11⽉20日各校に配布
されることになった。
　これについては、12⽉の広報で御案内させていただくことになっており、そこにＱＲコード
をつけてあるので、全町⺠の方が⾒られるようになっている。
　地域の理解と協⼒が、ますますその教育の⾯に理解をいただきながら進めていけるよう
になればなと考えている。
・特別⽀援のことでいろいろ先生とかスクールソーシャルワーカーと話す機会が多いが、やは
り、特別⽀援学級の⼦ども達への個別の対応がやっぱり難しいところがあるんだなと感じて
いる。
　当然、補助の先生もいると思うが、なかなか個別対応ということでは難しくなってきてしま
って、学校に⾏きづらくなってしまう⼦ども達も出てくる。
　そうした時に、地域との連携を学校だけで完結させない、学校教育施設だけで完結さ
せない取り組み方ってもしかしたらあるんじゃないかなって思うので、そのあたりを現場と地
域の資源と社会的な資源等をうまく連携しながら、進めていけることがもしかしたらあるの
かなと。
　町独⾃の事業として、そういうものもそんなに予算をかけずにできることがあるかもしれな
いということは、ちょっと考えていただきたいなと最近ちょっと強く思っている。
　教師⼒の向上も大事ですし、地域との連携の中で、具体的に本当に今まではイベント
の手伝いとが主だったと思うが、教育⽀援の部分というにも地域を活用していくっていうこと
は大事かなと思うので、ぜひ検討いただければ。

指導参事 ・今の点というのは、ぜひ推進していきたいと思っている。
　ただ、ＣＳ⾃体がまだ動き初めという状況なので、すぐにとはならないと思うが、今年度
当初から各地区を回る中で、協⼒から連携協働に変わってきてるんだということを話して
いるので、その中で、地域で何ができるか、地域の⼦どもは地域で育てる、そして、学校に
⼦どもがいないご家庭も含めて地域なんだという意識がこのＣＳの取り組みの高まりで、も
っと広がってくれるといいなと思っている。
　そうなった時に、今委員⻑おっしゃったようなさまざまのところが解決してくるんだろうなと思
っている。

7番 木嶋

委員⻑ 7番 木嶋

吉光寺

委員 14番 佐藤

委員⻑ 7番 木嶋

吉光寺

吉光寺

吉光寺

委員⻑
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　特に、特別⽀援のお⼦さんに関しては、本当に学校は一生懸命やっていますが、人手
が足りないというところも、現実的にはある。
　⽀援員さんも、もう１人２人必要だけどもなかなか⾒つからない現状がありますので、そ
ういうところもＣＳの取り組みから解決できるところも大きいと思っている。
　先般、統括コーディネーターへ下地さんが就任してくださったというところで、これからさまざ
まな⾯で加速化していくのかなとも考えているので、ＣＳを軸に解決策が各地区で出てく
ればいいなと考えている。
・他に質疑あるか。
・質疑なし
（3）生涯学習センターの建設の進捗状況について

教育委員会次⻑ ・資料により説明
　本常任委員会の視察については、現場と調整し再度設定することで考えている。
　供用開始は、令和4年4⽉1日にプレーオープン。
　正⾯側の外構⼯事終了後の令和4年10⽉23日をグランドオープン予定。

質疑
・質疑なし

11:05　休憩
11:15　再開

その他　GIGAスクール構想の進捗状況について
指導参事 ・資料により説明

質疑
・質疑なし
その他　別海高等学校教育⽀援事業（タブレット購入助成事業）について

学務課主査 ・資料により説明
質疑

・この事業っていうのは、来年から始まってずっと続けていくのか。
学務課⻑ ・来年度から新学習指導要領にしたがって、１年生から必要ということですので、まずは

3年間助成しようと考えている。
　3年後については、その時の状況等を踏まえながら、考えていきたい。
・1年生でタブレットがあたったら、そのまま持ち込んで２年生っていうことか。

学務課⻑ ・そのまま3年生まで使う。
・いろいろ手厚く今まで助成をやってきた中で、今回バスの通学を全額から９割にする経
過をお聞きかせいただきたい。

学務課⻑ ・昨年度も実施した別海高校に対するアンケート調査の中で、保護者から一部の補償
ではなくて、全体にというところもありましたので、できるだけ外から呼ぶっていう部分もある
が、例えば別海中央だとか大規模校から外に出さないってことも必要だということで、その
財源として通学助成を１割カットして、タブレットの財源に充てて全体に⾏き渡らさせると
いうようなことになった。
・一部の人たちに⾏き渡るよりも全体に影響のあるものに重点的に取り組んでいくというこ
とで理解する。
　他に質疑あるか。
・質疑なし
その他　公⺠館⾏事の実施状況について

東公⺠館⻑ ・地域⽂化祭として東公⺠館を会場に作品展⽰、ちびっこ秋の集いを開催。
　作品展⽰については、11⽉5日から7日までの3日間で出展作品が8団体8個人の43
1作品で、対前年⽐69作品の増、来場観覧者は167人、対前年⽐10人の増。
　⼦供部門のちびっこ秋の集いについては、11⽉13日東公⺠館を会場に、映画鑑賞等
を実施し、来場者数は54名で、対前年⽐3分の1程度。

質疑
・質疑なし
教育委員会　11:44　終了　休憩

一同

委員⻑ 7番 木嶋

委員 一同

宮本

委員 2番 横田
宮本

委員⻑ 7番 木嶋

宮本

委員 一同

委員⻑ 7番 木嶋

委員⻑ 7番 木嶋

委員⻑ 7番 木嶋

委員⻑ 7番

木嶋

委員⻑ 7番 木嶋

委員⻑ 7番

委員⻑ 7番 木嶋

石川

委員⻑ 7番 木嶋
福原

委員 一同

吉光寺

7番

委員 2番 横田

佐藤

委員⻑ 7番 木嶋
委員

木嶋

木嶋
委員 一同

委員⻑ 7番 木嶋

委員⻑
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12:56　再開　　　
挨拶
【総務部所管事務調査】

総務部⻑ 挨拶及び概要説明
・現在整備中のお試し移住住宅の現地視察も予定されているが、当該移住住宅につい
ては、御承知のとおり整備当初から進捗状況をYouTubeで動画配信をしていることから、
本日はその雰囲気を説明をさせていただきたい。
　本日の調査対象以外の所管事務に係る状況について説明する。
　ふるさと納税については、10⽉末までの累計⾦額が5億8,377万9,000円。
　対前年同期⽐で1,699.6％となっており、9⽉補正時の推計値を上回る実績で推移
をしている。
　今後迎える年末の最需要期に向け、12⽉補正による対応を予定している。
　また、今年度中に整備完了としている光回線整備⼯事の状況は、11⽉15日現在で
54.37％の進捗となっている。
　本事業については、全国一⻫に取り組む事業であり、本町のみにかかわらず全国的に
総じて同様の進捗傾向にあるが、関係機関と連携をとり今後の状況に応じた対応を図っ
ていくこととしたい。
　今後の予定
　11⽉29日に第6回の臨時会の招集を予定。
　11⽉30日に別海町表彰式を挙⾏。
・ふるさと納税の関係は12⽉補正ということだが、どれぐらいの補正なのかと年度中の⾒込
みを確認したい。
・町⻑が出張中のため、まだ庁舎内の確定が終わってないが、担当段階の試算では年
度内の着地を２４億円と⾒込んでいる。
　12⽉補正には、それに応じた増額補正を計画しているが、まだ確定ではありませんので
御了承願いたい。
・それは、今年度新たに取り組んできた結果が出てるということか。
　それ以外に特別に取り組んだことがあり、それがすごく影響したこととかはあるのか。
・今までの推計値をそのまま推計してきているだけである。
　もちろん、今までの推計の中には6⽉補正以降に予算づけしている分で取り組んでいる
こともあるが、一番宣伝効果が出てくるのが12⽉になっており、ただ一方で在庫が求めら
れているだけ対応して、寄附を受け付けられるかというのは未知数なところがあるため、あく
までもこれまでの伸び率から推計している数字となっている。

議事1　所管事務調査について
（1）新型コロナウイルス感染症対策について

総務部⻑ ・資料により説明
質疑

・ワクチンの接種状況ですが、2回目終わった人、1回目終わった人の数字が微妙に違う
が主な理由は何か。
　もしわかれば、抗原定性検査キットについて、おそらく使用期限があると思うが、使用期
限を迎えた場合、そのまま取り替えてくれるのか、それとも新たに購入しなきゃいけないのか
どうなっているのか。

総務部⻑ ・まず接種状況については、1回目終わってからの時間差の部分ということが一つの要因
であることと、1回目を接種はしたけれども、副反応のこと等も含めて何らかの理由により2
回目を接種していない方がいるのかなと推測をしている。
　定性検査キットの配布については、基本的に配付しているものが１年間程度の期限に
なっていると記憶しているので、現在のところ直ちに取り替え云々ということについては考え
ていない。
　また、この事業に取り組む際に、病院の先生ともお話をさせていただきながら、町としてこ
の定性検査キットの配布に取り組む条件というか、この感染状況というか、その状況を⾒
ながら、実験的にというかそういうような形で取り組んでみようというようなことも含めての協
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議の上進めているので、今後の状況に応じた形でこの事業の継続性については図ってい
きたいと考えている。
・他に質疑あるか。
・質疑なし
（2）防災対策の推進について

防災交通課主査 ・コミュニティＦＭ放送通信施設整備の状況について、資料により説明
質疑

・新たなシステム構成で、図⾯の検討案2を使って、3カ所のサテライト局に送信するって
いうことで理解していいのか。

防災交通課主査 ・今回の資料を作成した段階でシステム構成図の最終案が出てきていなかったので、こち
らの資料添付した。
　現在、構成図にある3案を検討した中で、検討案2と3が有⼒候補だったが、回線の検
討の結果、ＮＴＴ光回線のビジネスイーサという提供システムを活用する予定でいる。
　ビジネスイーサについては、災害時に回線が⽚方断裂しても、もう1回戦使用し災害の
時に情報提供できるような回線システムということで、そちらの使用を今のところ有⼒候補
として検討している。
・それは、中標津のはなからの送信の部分も含めて、それを使うっていうことをなんですね。

防災交通課主査 ・ビジネスイーサの使用回線については、中標津町役場、ＦＭ中標津にある本局、別海
町役場に新設する放送室、こちら全ての回線をＮＴＴ回線で結び、そこから各中継局
への放送も全てＮＴＴ回線で使用していくということ。
・この回線とは現在も使われている回線でできるのか、それとも今光回線を設置してるがそ
れを使わないとできないのか。

防災交通課主査 ・今、整備をしいる町内の光回線については、基本的には活用できるということですので、
その光回線が整備された時に、ＮＴＴが提供するサービスとしてＮＴＴを介して活用し
ていくと聞いている。
・現在このビジネスイーサは、現⾏の回線を使って設置できるのか、それとも光回線が設置
されなければできない部分があるのかどうかを確認したかった。

防災交通課主査 ・現⾏の光回線のみで対応できるというふうには聞いていない。
　新たに整備をすることで、使える箇所もあるというふうに聞いていたと思うが、正確なもの
がないので確認させていただきたいな思う。
・例えば、供用開始になる時期がそれによって変わってくる可能性はあるということになりま
すよね。
　いつ供用開始なるのかあると思うが、予定がわかれば教えていただきたい。
　あと、⼯事の状況によって供用開始の幅が出てくるということになるのかなと思うが。

防災交通課主査 ・整備の状況にもよるかなと思うが、来年度以降本体⼯事を進めるに当たって、その本体
⼯事が進んだ後にＦＭ放送が放送するまでには、間違いなくこの回線は使えるということ
はＮＴＴに確認がとれているので、円滑な放送というのは逐一できていくのかなと考えて
いる。
・他に質疑あるか。
・質疑なし
（3）コミュニティ活動の推進について

総務課主査 ・50周年記念式典、町内会の2点について、資料により説明
質疑

・交付⾦の関係だが、これは中⼼街でいうと各単位町内会がやっているわけじゃなくて、
連合町内会がこれを担っていると思うが、間違いないないか。

総務課主査 ・そのとおり。
　連合町内会が申請している地区と単町ごとに申請を⾏っている町内会もある。
・認可地縁団体が5団体あるということだが、これは名称を教えてもらっても大丈夫か。

総務課主査 ・5団体の名称については、北平糸町内会、⻄春別駅前栄町内会、⻄春別駅前⻄町
内会、大成地区の大麻地区会、別海の緑町内会。
・地縁団体は任意団体としての登記はできなかったので、それができるようなったということ
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だと思うが、これはあくまでも⾃分のところで不動産を有していて、それを登記する必要が
ある場合に、この制度を活用しているということでよろしいか。

総務課主査 ・そのとおり。
・一般コミュニティ助成事業は一度しか受けられないのか。

総合政策課⻑ ・毎年各町内会に照会をかけて希望とっているが、人気があるため今ところ順番でやって
いる状況。
　1度受けたら受けられないというものではなく、必要であれば要望していただいても構わな
いが、やはり一度受けたとこは、しばらくお待ちいただくことになるかと思う。
・他に質疑あるか。
・質疑なし

13:53　休憩　現地視察先へ移動
14:04　再開

（4）地域おこし協⼒隊の推進と活動（別海町お試し移住住宅）について（現地視察）
総合政策課⻑ ・現地で⼝頭により概要説明
総合政策課主事 　随時質疑応答

閉会挨拶
14:29　閉会
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